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事業番号 Z0102

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 区長・区長会活動支援事業 担当部 市民生活部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和６年度以降 担当課 自治会支援室

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 自治体経営編

基本
施策

1
展開
方向

2 担当係 自治会支援係

目 12 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 2 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

区長・区長会

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

〇市内129区の区長に行政事務の一部を委嘱するとともに、区長会に公文
書（市広報等）の配布業務を委託する。
〇区長会が実施する先進地視察、パソコン講座、勉強会などの研修事業
や、情報交換を行うための地区会長会や理事会を継続的に実施できるよう
補助金を交付する。

＜根拠法令等＞
・小牧市区長会規約
・小牧市区長会補助金要綱

〇当初予算額　81,016千円（一般財源　80,272千円）

受益者負担 有

パソコン講座　１講座当たり１人　1,500円　※講座受講に必要
な教材費分

根拠法令
・個別計画

・小牧市区長会規約
・小牧市区長会補助金要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

地域のリーダーである区長及び区長会の活動の支援を行うことで、住民自
治を推進する。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 77,991 78,331 78,100 77,495

計（A） 77,991 78,331 78,100 77,495

その他

予算額 79,321 79,932 80,856 79,966 81,016

対前年比 ― 0 0 0

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 0 0 0 0

正規職員

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 77,991 78,331 78,100 77,495

計（B） 0 0 0 0

人
件
費
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（３）業績
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単位
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実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 1 展開方向 2

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

自治会加入率 ↗ 80.9 80.6 80.1 80.0
区長を対象とした研修会な
どの参加者 ↗ 232 223 58 246

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

80.6 80.1 80.0

58

R4

成
果
指
標

自治会加入率 %
80.9 80.9 80.9 80.9 80.9

80.9

区長を対象とした研
修会などの参加者 人

232 232 232 232 246

232 223 246

活
動
指
標

%

人

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 129 129 129 129

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 604,581 607,217 605,426 600,736

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

補助金を区長会に交付し連携を取りながら研修会や講演会などを行い、区長の
リーダーとしての資質向上や知識の習得に努め、地域の絆を維持・向上できるよ
うに支援を行っている。
また、年々自治会加入率は下落傾向であり、区の担い手不足も深刻な課題であ
ることから、昨今のデジタル化に合わせた区の運営ができるような支援をするこ
ととした。具体的には、区長会主催のパソコン教室を拡充（LINE、ZOOM講座）す
るとともに、まちづくり講演会をZOOMを使用したハイブリッド形式で実施したとこ
ろ、研修会等の延べ参加者数を246人に増加させることができた。

今後の実
施内容

引き続き区長会パソコン講座の実施をするとともに、今年度から区長連絡網にも
活用できるアプリの導入を行い、区長への郵便物の削減や事務負担の軽減につ
なげられるよう取り組んでいく。

事務事業評
価による額
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